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止
ま
ら
ず
、
辞
問
・
須
素
引
・

-
野
島
・
一
一
L

十
位
遺
・
木
綿
墨
・
タ
星

安
賀
未
奈
里
家
利
(
四
・
四
O

犬
家
持
)

-
・
と
決
し
て
少
数
と
は
言
は
れ
ず
、

一
貫
性
を
棋
く
憾
は
免
か
れ
な
い
。

乙

の
賀
を
一
苅
暦
校
本
に
よ
っ
て
我
と
し
、
ガ
と
訓
ま
れ
た
乙
と
な
ど
も
正
に
卓
見

れ
ら
の
例
に
は
、
も
っ
と
考
察
巻
深
め
る
乙
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
も
の

で
あ
り
、
訓
に
お
い
て
は
饗
り
な
い
も
の
の
、
家
持
の

{
字
の
使
用
法
か
ら
す

も
はあ
「ら
毛う
美が
知
遅ぢそ

良れ
久は
波ラ
(ン
空グ
さに

Lー

す
る
も
の
に
限
ら
れ
よ
う
。
こ
の
貼
、
本づ

「
ー
播
奈
治
流
等
吉
爾
(
四
完
ニ
)
」
「
乎
都

れ
ば
、
賀
は
カ
と
清
音
に
訓
ま
ね
ば
な
ら
ず
頗
る

で
あ
る
。
叉
、

こ
れ
ま
で
ユ
フ
ベ
と
訓
ん
で
ゐ
た
タ
を
ユ
フ
へ
と
さ
れ
た
こ
と
、
似
名
書
き
の

久
波
乃
(
一
三
一
九
六
)
」
な
ど
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
非
常
に
慎
重
に
巌
密
に
統
一
的

例
か
ら
十
分
に
首
肯
さ
れ
る
。
葦
退
・
園
連
・
憤
透
・
・
・
・
等
、
A

涯
が
他
の
語
に

な
解
決
ぞ
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
さ
う
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
大
系
・

に
一
致
し
た
も
の
で
も
、

あ
き
が
す
み

(
2
・

接
し
て
複
合
語
的
に
な
っ
た
場
合
に
連
濁
す
る
か
否
か
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ

あ

し

べ

っ
た
。
「
安
之
排
(
ゴ
一
三
七
)
」

一
例
を
除
い
た
敷
多
の
般
名
書
き
例
が
す
べ
て
清

八
八
他
)
大
・
注
ア
サ
カ
ス
ミ
」

「
朝
描
・
タ
構
あ
さ
が
り
ゆ
ふ
が
り

(
1
・2
一
他
)

音
蝦
名
で
あ
り
、
本

の
や
う
に
連
濁
し
な
か
っ
た
と
見
る
の
が
的
を
射
て
ゐ

大
・
注
ア
サ
カ
リ
ユ
フ
カ
り
」

「
麻
衣
あ
さ
ぎ
ぬ

(
9
・一八
C

七
他
)
大
・
注
ア

る
も
の
と
思
は
れ
る
。

こ
れ
ら
は
ま
だ
一
語
と
し
て
意
識
さ
れ
ず
、
多
分
に
ご

サ
キ
ヌ
」

「
板
蓋
い
た
ぶ
き

(
4
・
七
七
九
)
大
・
注
イ
タ
フ
キ
」

「
石
橋
い
は
ば

し

(
2
・
一
九
六
他
)
大
・
注
イ
ハ
ハ
シ
」

「
巻
難
石
ま
き
か
た
し

(
4
・
空
一
九
他
)

許
能

が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
記
紀
で
も
清
音
蝦
名
で
の
表
記
が
多
く
、
登

謎
能
(
雄
略
紀
)

(
記
中
)
・
耶
ナ

の
ご
例
が
あ
る
が
、

個
人
的
に

大
・
注
マ
キ
ガ
タ
シ
」

「
河
岸
か
は
ぎ
し

(
3
・
四
百
一
七
)
大
・
注
カ
ハ
キ
シ
」

は
連
濁
す
る
乙
と
も
あ
っ
た
か
と
見
な
さ
れ
る
。
山
川
は
複
合
語
と
し
て
一
語

「
轡
草
乙
ひ
ぐ
さ

(
4
・
六
九
四
)
大
・
注
コ
ヒ
ク
サ
」

「
牙
喫
き
が
み

(
9
・一八

が
あ
る
場
合
は
ヤ
マ
ガ
ハ

(
夜
麻

〈
孝
徳
紀
V

)

で
あ
り
、
山
・
川

完
)
大
・
注
キ
カ
ミ
」

「
埼
々
さ
き
ぎ
き

(
6
・
九
四
ニ
)
大
・
注
サ
キ
サ
キ
」

の
如
く
}
一
語
意
識
が
あ
る
と
き
は
、

ヤ
マ
カ
ハ
(
夜
麻
加
波
〈
高
却
・
四
四
六
八
〉
)

「
爪
引
つ
ま
び
く

(
4
・
霊
一
他
)
大
・
注
ツ
マ
ヒ
ク
」

ー「

(
1
・E
ニ
他
)

で
あ
る
こ
と
な
ど
も
十
二
分
に

し
て
施
訓
さ
れ
て
ゐ
る
貼
、
敬
服
さ
せ
ら

大
・
注
ナ
ク
ハ
シ
」

「
春
部
は
る
へ

(
1
・
ロ
一
八
他
)
大
・
注
ハ
ル
ベ
」
「
綜
麻
形

れ
る
。

つ
ま
り
、
清
濁
に
限
つ
て
は
、
今
の
と
乙

1;). 

信
頼
が
お
け

へ
そ
か
た

(
1
・
一
九
)
大
・
注
へ
ソ
ガ
タ
」
な
ど
の
如
く
、

で
は
相
違
す

る
と

つ
で
も
、
決
し
て
言
ひ
過
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
。
た
だ
、
用
例
が
少
な
く

る
例
が
少
な
か
ら
ず
見
え
る
の
も
嘗
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
訓
と
し
て
も

て
、
或
い
は
パ
ロ
ー
ル
に

す
る
場
合
に
は
統
一
的
な
面
が
か
へ
っ
て
誤
を
を

妥
嘗
性
に
富
ん
で
ゐ
る
。

か
し
て
ゐ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
正
否
さ
へ
も
、
現
在
の
時
貼
で
は
詳
に
し

書

評

五
七



書

評

五
八

な
い
の
で
あ
る
。

な
い
。
叡
・
序
や
の
蝦
名
字
母
に
よ
っ
て
あ
く
ま
で
常
に
清
音
濁
音
を
意
圃

あ
へ
て
、
疑
念
を
は
さ
め
ば
、
係
助
調
ぞ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
凡
例
に
あ
る

通
り
、

-
衣
な
ど
清
音
蝦
名
で
表
記
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
は
そ
に
統
一
さ
れ
て

し
て
表
記
し
た
と
す
れ
ば
、
清
音
・
濁
音
の
蝦
名
字
母
に
よ
る
表
記
の
偏
り
は

一
人
の
中
で
も
人
に
よ
っ
て
ゾ
と
穫
音
す
る
者
と
ソ
と
護
音
す
る
者
が
あ
っ

ゐ
る
。
語
源
は
さ
う
で
あ
ら
う
し
、
奈
良
時
代
が
ソ
か
ら
ゾ
へ
移
行
す
る
過
渡

た
と
い
ふ
乙
と
に
な
り
、

期
と
見
な
さ
れ
て
の
乙
と
と
思
ふ
。
だ
が
、
記
紀
に
す
で
に
ぞ
の
例
が

れ

間
無
序
雨
は
ふ
る
と

ふ

は
ふ
る
と
言
ふ

(
日
・
芸
一
九
三
)

で
は
ぞ
の
蝦
名
表
記
例
が
多
く
、

に
お
い
て
も
、
濁
音
椴
名
序

の
例
は
同
一
人
で
も
時
に
よ
り
、
ゾ
と
言
っ
た
り
ソ
と
言
っ
た
り
す
る
乙
と
が

制
の
使
用
に
は
偏
り
が
あ
る
。
例
へ
ば
人
麻
呂
歌
集
に
偏
在
す
る
な
ど
、
し
か

で
は
、
二

O
三
二
番
の
二
五
の
の
例
を
除
外
す
れ

あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
ζ

と
に
な
る
。
と
す
る
と
、

ぞ
の
清
濁
は
個

も
、
巻
十
の
人
麻

ば
、
係
助
詞
ぞ
は
す
べ
て
濁
音
仮
名
に
て
表
記
し
て
ゐ
る
が
如
き
で
あ
る
。
か

り
に
、
清
音
俄
名
で
表
記
し
た
と
し
て
も
、
汁
の
音
節
を
有
す
る
語
が
極
め
て

人
差
或
い
は
同
一
人
で
も
そ
の
時
に
よ
り
雨
用
す
る
と
い
ふ
、
も
は
や
ラ
ン
グ

の
問
題
で
な
く
パ
ロ
ー
ル
の
問
題
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
清
濁
の
問
題
は
や
は
り

ラ
ン
グ
に

す
る
も
の
と
思
ふ
。
係
助
調
ぞ
も
ラ
ン
グ
に

す
る
も
の
で
は
あ

少
な
い
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、

さ
れ
る
懸
念
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
し
、

る
ま
い
か
。
要
す
る
に
、
ラ
ン
グ
に

な
ど
は

る
と
す
れ
ば
貫
例
を
如
何
に
受
取
り

う

も

れ

さ

日

さ

ぎ

る
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
。
因
み
に
、
「
埋
木

(
7
・一三八五)」

「
久
木

(
6
・
3
一五
、
日
・
一
八六
百一)
」
「
爪
木

(
7
・
一一
一o
z一)」

「船
木

(
3
・
完
一他)」

同
じ
く
、

右
の
や
う
に
訓
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
森
山
隆
氏
が
指

加
へ
て
閣
の
表
記
で
も
ゾ
と
訓
h
u

べ
く
表
記
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
例
も
存
在
す

る
か
ら
し
て
、
係
助
詞
ぞ
は
濁
音
般
名
・
清
音
般
名
の
南
方
で
表
記
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
れ

者
の
表
記
差
と
し
て
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。
も
し
、

さ
う
だ
と
す
れ
ば
汁
に
統
一
し
て
も
差
支
へ
あ
る
ま
い
と
思
は
れ
る
。
曽
に
て

摘
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に

(
連
潤
i
上
代
語
に
お
け
る
|
語
文
研
究
十
四
慌
て

表
記
し
た
例
の
中
に
、
叶
を
表
は
す
べ
く
用
ゐ
た
例
も
皆
無
と
は
勿
論

カ
シ
(
樫
)
、

キ
(
木
)
、

シ
ホ
(
潮
)
、

シ
マ
(
島
)
、

ヒ
(
日
)
、

ブ
(
生
・
原
)
Iま

れ
ま
い
。
た
だ
、
何
れ
か
に
統
一
す
る
と
す
れ
ば
、
例
外
の
少
い
方
に
す
る
の

上
接
語
の
如
何
を
と
は
ず
連
濁
化
し
な
い
例
で
あ
り
、
埋
木
・
爪
木
・
船
木
は

が
常
道
で
あ
ら
う
。
さ
う
な
れ
ば
可
能
性
の
問
題
に
な
る
。
可
能
性
の
貼
か
ら

す
れ
ば
引
に
統
一
し
た
方
が
よ
り
自
然
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
他
の
音
節

大
系
・
注

の
や
う
に
ウ
モ
レ
キ
・
ツ
マ
キ
・
フ
ナ
キ
、
久
木
は
新
校
・
大
系

• 

q

に
従
っ
て
ヒ
サ
キ
と
訓
ん
だ
ら
如
何
で
あ
ら
う
か
。

と

乙

ろ

ら

と

ら

(
7
・二

Ezc-
冬

に
し
て
も
清
音
蝦
名
で
濁
音
表
記
を
し
た
例
は
十
指
・
二
十
指
で
は
聞
に
あ
は

(
9
・一八
0
2
は
榊
代
紀
の
輿
佐
園



ζ

ろ

づ

ら

吐
目
立
良
(
記
中
)

の
固
有
名
詞
と
い
ふ
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
「
ー
伊
伎
都
棋
乎
良
牟

(
8
・一五一一口)」

「
秋
都
気
婆
(
四
・
四
一
否
、
四
一
六
一
)
」
「
伊
倣
都
可
受
之
立
(
日
・
t

一
六
四
五
)
」
な

ど
の
や
う
に
、
清
音
般
名
「
都
」
で
濁
音
ヅ
を
表
記
し
た
も
の
と
見
な
し
「
ト

良
・
興
曽
豆
羅
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

の
例
ゃ
、
植
物

妥
首
を
快
い
て
ゐ
た
と
し
て
も
、
叉
多
く
の
先
達
の
説
が
含
ま
れ
て
ゐ
て
も
、

如
何
に
新
説
に
富
ん
で
ゐ
る
か
十
分
に
推
察
で
き
よ
う
。
就
中
、
著
者
の
一
人

佐
竹
昭
賢
氏
の
提
示
さ
れ
た
短
歌
字
飴
り
の
法
則
ゃ
、
木
下
正
俊
民
の
い
は
れ

る
準
不
足
音
の
傾
向
か
ら
、
「
敢
跨
動
あ
へ
て
と
ぐ
な
り

(
9
・
一
六
主
)
」

ー「

干長

コロ
a

ツ
ラ
」

と
訓
む
の
が
よ
く
は
な
い
だ
ら
う
か
。

よ
ふ
ね
乙
ぐ
な
る

(
叩
・
ニ
O

一五)」

「
我
通
路
わ
が
ゆ
く
み
ち
の

(
7
・

い
は
か
き
ぷ
ち
の

玉
か
ぎ
る
石
垣
淵
之

(
日
・
ニ
七
0
0
)

一一ニ一)」

「
名
者
曽
不
告
な
は
さ
ね
の
ら
じ
(
ロ
・
2
0
八
口
他
)
」
「
都
不
v
止
来

「
久
有
今
七
日
許
早
有
者
今
一
一
日
許
ー
だ

が
、
他
の
一
一
例
で
は

い
は
か
き
ふ
ち
の

「
玉
か
ぎ
る
磐
垣
淵
之

(
2
・
ニ
宅
)
」

い
は
か
き

「
玉
か
ぎ
る
石
垣

さ
ね
や
ま
ず
け
り
(
日
・
三
一
O

八)」

(日・
2
E
O
九
)
」
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
意
味
機
能
に
差
異
は
見
ら
れ
な
い
の

み
ー
だ
み

(日・一三一一八、

8
・
一
六
三
)
」

「
火
気
布
伎
多
豆
受
ほ
け
l
(
5
・八

に
統
一
を
快
い
て
ゐ
る
の
は
、
何
か
理
由
が
あ
っ
て
の
乙
と
で
あ
ら
う
か
。
そ

空
一
他
)
」
「
待
乍
将
v
有

l
あ
る
ら
む

(
2
・三一一一他)」

「
範
而
将
v
有
|
あ
る
ら

れ
と
も
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
あ
ら
う
か
。

む

(
7
・
二
歪
他
)
」

「
令
還
念
者
か
へ
き
く
|
(
4
・
六
三
一
他
)
」

孤

佐
武
、
き
つ
ね
に
|
(
m
・
2

一
八
ニ
四
)
」
の
如
く
、
多
く
の
卓
日
見
を
出
し
て
ゐ
ら
れ
る

五.

の
は
、
恰
か
も
玉
を
散
り
ば
め
た
や
う
に
光

い
て
ゐ
る
。
特
に

名
著
と
い
は
る
べ
き
新
校
高
葉
集
の
訓
が
定
評
あ
る
こ
と
は
、
今
更
費
言
を

寄
母
不
有
惜

(
4
・
七
八
五
)

要
す
ま
い
が
、

凡
三
十
年
間
の
研
究
の
成
果
を
と
り
入
れ
た
と
は
い

入

之

(
4
・
五
一
四
)

へ
、
吾
・
我
に
封
す
る
改
訓
、

オ
モ
フ
・
モ
フ
何
れ
に
も
決
め
が
た
き
を
オ
モ

フ
に
、
ト
イ
フ
・
チ
フ
・
ト
フ
何
れ
に
も
訓
ま
れ
る
も
の
を
ト
イ
フ
に
、

コ
ホ

例
を
、
の
や
う
に
、
字
飴
り
の
法
則
に
反
す
る
例
や
そ
の
矯
に
諸
説
紛
々
と
し
て
ゐ
た

寺
調
請
文
稿
に
「
命
」
「
入
ゴ
モ
レ
リ

(
他
に
三
例
)
」
の
あ
る
こ
と

シ
・
コ
ヒ
シ
雨
方
に
訓
め
る
も
の
を
コ
ヒ
シ
に
統
一
さ
れ
た
た
め
の
改
訓
ゃ
、

由

た

白

L
O

つ
の

野
・
巣
し
・
偲
ふ
・
角
・
・
・
・
ゃ
、
前
項
で
指
摘
し
た
一
連
の
語
(
清
濁
の
相
違

も
含
む
)
な
ど
は
除
外
し
て
、
新
校
の
訓
を
九
百
近
く
改
訓
さ
れ
て
ゐ
る
と
い

不
v
取

(
1
・一六)」

の
で
き
な
い
定
説
と
な
る
で
あ
ら
う
。
改
訓
に
よ
っ
て
は
、

し

み
重一ニ

(
4
・
七
八
八
)
」
の
や
う
に
、
抵
抗
を
感
じ

ミ
モ
ヲ
シ
カ
ラ
ズ
・
コ
モ
リ
ニ
ケ
ラ
シ
と
訓
ま
れ
た
の
は
動
か
す
こ
と

し
み

「
山
乎
茂
入
而
毛

よ
り
、

人

ふ
の
は
正
に
驚
異
の
一
語
に
つ
き
る
。
か
り
に
、

で
改
訓
さ
れ
た
も
の
が

る
こ
と
な
く
も
な
い
が
、
宣
長
も
言
っ
て
ゐ
る
や
う
に

(
玉
勝
間
二
の
巻
)
、

書

評

五
九



評

ノ、

O 

カ
ヘ
リ
コ
ム
ヒ
」

従
来
の
説
に
拘
泥
し
て
ゐ
る
た
め
、
新
訓
に
な
じ
め
な
い
と
い
ふ
こ
と
も
あ
ら

O
K
 

一日

(
6
・九七
三)

「
心
有
今
夜

(
8

や
そ
の
他
の

に
照
合
し
、

ノ
・
ガ
の

の
相

や
そ
れ
に
こ
も
る
心
理

ぅ
。
な
に
げ
な
く
改
訓
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
も
、
「
将
一
一

「
念
之
時

(
2
・
一
九
六
)

-一四八
O
)

コ
コ
ロ
ア
ラ
パ
コ
ヨ
ヒ
」

の
り
は

「
今
日
h

日
・
三
一
八
七
)
ケ
フ
ノ
ヒ
ヲ
(
ノ
・
モ
)
」

ー「

乎
曽ォ
同モ

議いヒと
ばシ

8wi 
Lー

ヨ王
Eヨ
ノ司、

ヲ
ソ
ロ
ハ

的
感
情
ま
で
も
十
分
に
く
み
と
っ
て
の
改
訓
で
、
煉
銀
の
如
き
光
を
は
な
っ
て

ナ
デ
シ
コ
ノ
・
ナ
デ
シ
コ
ノ
ハ
ナ
と
訓
ま
れ
て
ゐ
た
例
を
「
石
竹
之

が
奏
之
花

ゐ
る
。
(
3
・四
O

八、

m-
一九苫)」

r-、

8 

ヨ王
τ=2 

qj ノ司、、
下
一六一
0

・
・
・
)
」
の
如
く
、

ア
キ
ヌ
(
ウ
シ
)
」

「
平
城
之

イ
ホ
ヘ
ガ
シ
タ
ニ
と
訓
ま
れ
て
ゐ
た
例
を
「
五

(
2
・ニ
O

五
)
」
と

人
(
叩

フ
リ
ナ
ム
ユ
キ
ノ
」

一寸

五
百
遁2
隠

10 

I 二二

晩 呈
去25
之
如

2 

イ
ホ
ヘ
カ

改
訓
さ
れ
た
の
も
同
一

に
よ
る
も
の
と
恩
は
れ
る
。

-一九
(〕穴)

ナ
ラ
ナ
ル
ヒ
ト
ノ
」

ク
リ
」

「持
ν

(
日
・
三
一七)

わ
が
背
子
を
何

ゆ
か
め
と
さ
き
竹
の
そ
が
ひ
に
ね
し
く
今
し
悔
し
も

ツ)」

「ク
梼レ
乃ユ
進Eク
まガ

コ
ト
Lー

(
叩
・

ニO
九五)

ツ
ユ

ニ
"
ソ
カ
ル
ル
(
カ
レ
ツ

(
7
・
一回一
ニ
)

一
己
七
)

(
4
・
五
五
七
)

の

コ
ギ
ノ
ス
ス
ミ
ニ
」

つ
つ
み

「
雨
障

(
8
・
一
号
口
)

の
傍
線
部
も
イ
ヅ
ク
と
訓
ま
れ
て
ゐ
た
が
イ
ヅ
チ
と
訓
ま
れ
た
の
は
正
し
い
。

ア
マ
ザ
ハ
リ
」

一「

(
2
・
一
九
六
)

ナ
ピ
カ
ヒ
シ
」

よ
も
あ
げ
ゆ
く
に

「
夜
深
去
(
日

-一八九

愛
し
抵
を
伊
都
知
ゆ
か
め
と
山
菅
の
そ
が
ひ
に
ね
し
く
今
し
悔
し
も

巨主連
、../

ヨ
フ
ケ
テ
ユ
ク
ニ
・
ヨ
ノ
フ
ケ
ユ
キ
テ
・

ヨ
ノ
フ
ケ
ユ
ケ
バ
・

ヨ
ノ
フ
ケ

(
日
・
一
一
五
七
七
)

ヌ
レ
パ
」
の
如
く
、
格
調
・

-
意
味
・
語
法
・
用
字
法
な
ど
に
心
に
く
い
ま
で

の
傍
讃
例
に
照
し
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、

一一中
の
イ
ヅ
ク
・
イ

の
配

を
な
さ
れ
て
の
改
訓
で
あ
る
。
他
に
一
々
例
を
引
か
な
い
が
、
木
下
正

ヅ
チ
の
用
例
か
ら
し
て
、
イ
ヅ
ク
は
と
に
か
く
場
所
を
表
は
し
、
イ
ヅ
チ
は
方

俊
民
(
「
な
に
」
と
「
い
か
に
」
と
〈
寓
葉
四
十
四
挽
〉
)

の
一
女
で
も
そ
の
間

向
を
示
す
と
い
ふ
、

二
者
に
意
味
的
に

見
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
上
の
差

の
ζ 

青赤と
駒駒は
之|之|理
足曾
我で
ネ只 き
速る
者と
(思
11 ふ

三五

Cコ

異
を
見
逃
す
乙
と
な
く
改
訓
さ
れ
た
の
は
、
今
後
定
説
と
し
て
動
く
こ
と
は
な

い
だ
ら
う
。
こ
れ
ま
で
イ
ヅ
ク
と
し
て
疑
問
を
も
た
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、

(
2
・
一
三
)

こ
こ
に
し
て
家
や
も
何
慮

(
3
・一一八七)

の
之
は
従
来
ノ
と
訓
ま
れ
て
ゐ
た
の
を
本
書
で
ガ
と
訓
み
改
め
ら
れ
た
。

ノ

乙
ζ

に
あ
り
て
筑
紫
や
何
鹿

(
4
・
五
七
回
)

ガ
の
一
寸
し
た

ひ
で

過
さ
れ
が
ち
な
こ
と
で
あ
る
が
、

乙
こ
に
あ
り
て
春
日
や
何
慮

(
8
・
一
若
O
)

安
可
故
麻
我
安
我
伎
乎
波
夜
美

(M
・
霊
四
O
)

の
何
慮

に
な
る
が
、

乙
の

、
場
所
と
い
ふ
よ
り
方
向
を
表
は



し
て
を
り
、

イ
ヅ
チ
と
改
訓
さ
れ
た
の
は
み
ご
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
少
々
疑
義
を
は
さ
ん
で
み
た
い
。

モ
ミ
ツ
は
般
名

の
例
や
訓

此
方
彼
方
二

(
9
・
一八
00

が
明
確
な
例
は
、
す
べ
て
四
段
活
用
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
平
安
時
代
に
上
二
段

は
コ
ナ
タ
カ
ナ
タ
ニ
と
訓
ま
れ
て

の
な
か
っ
た
訓
で
あ
る
が
、

「
を
て
も

活
用
の
例
が
[
見
え
る
ζ

と
か
ら
、
四
段
・
上
三
段
の
雨
活
用
を
認
め
て
、
上
二

乙
の
も
に

(
H
・
ゴ
一
一
芸
一
、
三
一
室
、
刀
・
四
三
一
、
思
一
三
)
」

の
例
な
ど
を
参
照
し

段
に
訓
ま
れ
て
ゐ
た
例
を
、

大
系
・
注

の
や
う
に
四
段
活
用
と
し
て

て

「
コ
ノ
モ
カ
ノ
モ
ニ
」
と
訓
ま
れ
た
の
も
常
を
得
て
ゐ
る
。

ー
ー

と

な
れ
り

沖
つ
浪
ょ
す
る
あ
り
そ
の
名
の
り
そ
は
心
の
中
に
疾
跡
成
有

木

も
み
た
ね
ば

も
未
v
赤
者

(日・

ニ一一一三
)

(
8
・
一E
五一
、
日
・

ニニ
C
C
)

(
7
・
三
九
五
)

も
み
た
む

秋
の
葉
の
黄
色
時
に

(
四
・
四
一
八
七
)
大
系
モ
ミ
タ
フ

ζ

の
歌
の
第
五
句
は
古
来
誤
字
説
な
ど
も
あ
っ
て
諸
説
が
多
い
。
最
近
で
は
本

の
如
く

訓
さ
れ
た
の
は
首
肯
さ
れ
る
が
、

文
は
前
掲
の
如
く
に
し
て
、
疾
は
ヤ
マ
ヒ
・
イ
タ
ミ
に
落
着
い
て
ゐ
た
。
し
か

春
ま
け
て
か
く

る
と

も
み
た
む

に
黄
葉
山
を
越
え
来
ぎ
ら
め
や

し
、
歌
意
か
ら
し
て
ヤ
マ
ヒ
・
イ
タ
ミ
で
は
適
切
を
触
く
憾
み
が
あ
り
「
雨
つ

(
四
・
四
一
塁
)

つ
み文
稿(
の主

プu
1 、
庇っ五
」ーみ 二二

Cコ
やこ

「
つ
つ
み
な
く

(一三五三一)」

の
例
を
加
味
し
、
東
大
寺

の
モ
ミ
タ
ム
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
、

字
鏡
の
「
粛
豆
々
粥
」
を
あ
は
せ
考
へ
た
場

の

き
タ
の
秋
風
に
も
み
ら
に
け
ら
し
妻
な
し
の
木
は

合
、
頗
る
可
能
性
の
濃
い
訓
と
見
倣
さ
れ
る
。

(叩・

ニ一八九)

タ
さ
れ
ば

の
山
に
臥
鹿
之
乙
よ
ひ
は
鳴
か
ず
い
ね
に
け
ら
し
も

の
例
も
あ
る
こ
と
だ
し
、
可
能
性
が
な
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

(
9
・
一
六
六
回
)

味
的
に
は
秋
風
の
吹
く
頃
に
は
黄
葉
し
て
ゐ
る
山
を
腐
が
越
え
て
来
な
い
こ
と

の

三
句
も
フ
ス
シ
カ
ノ
・
フ
ス
シ
カ
ハ
な
ど
の
訓
が
あ
る
が
、
フ
ス
シ
カ
シ

が
あ
ら
う
か
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、

と
訓
ま
れ
た
の
は
イ
、
不
ニ
ケ
ラ
シ
モ
と
の
呼
臆
か
ら
し
て
、

ど
と
訓
ま
れ
ゐ
た
例
を
「

イ
タ
ク
・
イ
ト
な

秋
風
の
吹
き
く
る
な
へ
に

な
き
渡
る

め
や
も

(
8
・
一
回
ニ
五
)
」
と
訓
ま
れ
た
例
と
と

一
云
秋

に
腐
が
ね
聞
こ
ゆ
今
し
く
ら
し
も

(
叩
・

三=一回)

も
に
心
ひ
か
れ
る

で
あ
る
。

か
か
る
例
は
ま
だ
多
い
が

さ
せ
て
い
た
だ

秋
風
に
山
飛
び
越
ゆ
る

ね
の
聾
遠
ざ
か
る

が
く
る
ら
し

く

(
叩
・
三
=一六
)

評

六
一



評

ムハ一一

な
ど
の
例
を
参
照
し
て
、
大
系
の
や
う
に
「
モ
ミ
チ
ノ
ヤ
マ
ヲ
」
と
訓
む
の
が

ア
ハ
サ
ズ
、
倒
コ
ロ
モ
モ
ヌ
カ
ジ
と

ま
れ
て
ゐ
る
が
、

ωは

良
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

戸、

巻
一
凶

p
凶
t
m
)

(
「
何
物
可
将
念
」
山
遜

に
よ
り
音
不
足
で
も
「
ヤ
ス
ケ
ナ
ク
-
こ
、

(B) 

佐
保
川
に
さ
を
ど
る

三
更
市
な
が
聾
き
け
ば
寝
ね
か
で
な
く
に

矢
宜
朗
氏

第
五
蹴
)

の
説
に
よ
っ
て

「
ナ
ニ
ヲ
カ

(
7
・
二
ニ
四
)

オ
モ
ハ
ム
」
と

む
〆、ζ

如23
1ま
な
か
ら
フ
か

(c) 
は

ら
殆
ん
ど
の

が
考
の
説
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
三
更
は
夜
を
初

人
目
み多
直Eみ

(
ロ
・
ニ
九
五
八
或
本
歌
頭
云
)

の
第
三
句
は

サ
ヨ
フ
ケ
テ
で
あ
っ
た
が
、
考
が
ヨ
ク
ダ
チ
テ
と
訓
ん
で
か

に
だ
に
吾
に
見
え
乙
そ
あ
は
む
日
ま
で
に

更
か
ら
五
更
ま
で

し
て
の
時
刻
で
あ
り
、

ヨ
ク
タ
チ
に
ふ
さ
は
し
い
用

(
ロ
・
三
一
回
エ
)

字
と
は
言
へ
な
い
。
三
更
は
せ
い
ぜ
い
夜
中
ま
で
で
、
瑚
く
た
ち
は
そ
れ
必
後

し、

ωの
歌

の
閥
係
に
あ
る
と
見
ら
れ
る

で
も
五
更
を
ア
カ
ト
キ
に
用
ゐ
、
三
更
は
ヨ
ヒ

さ
よ
ふ
け
て

ラ
一
六
二
を
き
し
て
ゐ
る
。
「
三
更
而
(
四
・
四
一
空
)
」
も
存
在
す
る
し
、

に
な
る
か
ら
、

(一五回
一一
一

・

き

る

に

は

あ

ば

ず

現
に
は
君
爾
波
不
ν
相
夢
に
だ
に
あ
ふ
と
見
え
乙
そ
天
の
た
り
ょ
を

こ
こ
は

(
日
・
さ
一
八
O
)

サ
ヨ
フ
ケ
テ
に
よ
っ
て
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。

の
傍
詮
例
に
照
す
と
、
同
じ
く
「
キ
、
と
ニ
ハ
ア
ハ
ズ
」
と
訓
む
べ
き
で
は
な
か

ω恩
ふ
そ
ら

な
げ
く
そ
ら

ら
う
か
。

(
日
・
一
三
九
九
・
百
一
三
一
O
)

現
に
は
直
不
ν
相
夢

k
rに
あ
ふ
と
見
え
乙
そ
あ
が
癒
ふ
ら
く
に

思
ふ
そ
ら
不
安
久
爾
な
げ
く
そ
ら
不
安
久
爾

(
8
・一五
ニO
)

(
ロ
・
ニ
八
五
())

倒
何
物
可
お
も
は
む

(
8
・
一
五
八
六
)

の
第
一
一
句
も
タ
ダ
ニ
ア
ハ
ナ
ク
と
訓
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
右
の
事
例
を
考
慮
し
て

ω現
に
は
君
者
不
相
夢
に
だ
に
あ
ふ
と
見
え
こ
そ
天
の
た
り
ょ
に

「
タ
ダ
ニ
ハ
ア
ハ
ズ
」
と
訓
ん
で
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。

も
し
「
タ
ダ
ニ
ア
ハ

(
日
・
さ
一
八
一
)

ナ
ク
」
と
す
る
な
ら
、
上
代
語
の

や

歌

-
表
現
形
式
か
ら
、
ご
を
補
讃

倒
夜
も
ね
ず
安
く
も
あ
ら
ず
白
妙
の
衣
不
v
脱
直
に
あ
ふ
ま
で
に

し
て
「
タ
ダ
ニ
ア
ハ
ナ
ク
ニ
」

す
る
の
が
良
く
は
な
い
だ
ら
う
か
。
倒

(
ロ
・
ニ
八
四
六
)

は
上
吾あー才、.
者は句

堅;を
ぺ、み一寸
詰じ夜

ぢ 2
7ff呈
tと Jマ
あ夕、
く

ふ
も

ま
あで〉

は長
I 

と
訓
む
と
す
れ
ば

の
傍

の
部
は
諸
注
と
同
じ
く

ωヤ
ス
カ
ラ
ナ
ク
ニ
、
倒
ナ
ニ
ヵ
、

ωキ
ミ
ハ

(
ロ
・
完
一
九
)



吾主妹工
者は者は

不宇不E
V れ ν れ
工ごじ 工工二じ
はこr、 sじれ
Tこ Tご
Tご Tご
f乙 lと
ああ
ふふ
まま
でで
に. f乙

(ロ・一一一一八九)

ツ
ク
ヒ
ヤ
ハ
と
訓
ま
れ
て
ゐ
る
の
を

ょ
で
夜
と
さ
れ
た
の
は
如
何
な
る
理
由

(
日
・
さ
一
八
九
)

に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
か
。
夜
は
下
野
園
で
は

、
防
人
歌
全
睡
で
も
三
十

の
例
を
比
考
し
て
、
新
考
・
新
訓
の
や
う
に
「
コ
ロ
モ
ハ
ヌ
カ
ジ
」
と
ハ
を
補

六
例
す
べ
て
音
般
名
ヤ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
防
人
歌
で
は
正
訓
文
字
は

不詰
V ら

所主
V く

牒κ

に
偏
在
し
て
、
他
は
遠
江
三
例
、
相
模
一
例
、
常
陸
一
一
例
、
下
野
で
は

「

可

敵

里

見

奈

久

豆

乙

れ

を

根

擦

に

夜

を

し
た
ら
と
思
ふ
。

わ
ぎ
も
乙
に

ζ

叫
す
吋
な
が
り
い
め
み
む
と
あ
れ
は
お
も
へ
ど

我

妹

轡

無

乏

夢

見

吾

念

(四三七三)」

の
一
例
見
え
は
す
る
が
、

(
日
・
ニ
四
一
↓
一
人
麻
呂
集
)

正
訓
文
字
と
は
し
難
い
。

の
正
訓
文
字
は
日
・
見
・
矯
・
荷
な
ど
で

乙
の
歌
は

に
よ
れ
ば
右
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
一
句
は
こ
の
ま
ま
で
不
可
と

一
字
一

見
は
駿
河
に
も
例
が
あ
る
。
夜
を
正
訓
文
字
と
す
れ
ば
「
月
日
夜
し
と
な
り
一

い
ふ
こ
と
は
な
い

(
寓
葉
四
十
六
勝

P
M
参
照
)
。

た
だ
第
三
旬
以
下
及
び
歌

見
ま
こ
と
に
ふ
さ
は
し
い
や
う
で
あ
る
が
、
月
日
の
た
つ
の
を
い
ふ
に
は
意
味

か
ら
す
る
と
京
大
本
や
考
の
「
コ
ヒ
テ
ス
ベ
ナ
シ
」
も
捨
て

い
や
う
に
思

的
に
も
、
そ
し
て
防
人
歌
の
用
字
に
も
頗
る
そ
ぐ
は
ぬ
も
の
と
な
る
。
或
い
は

ふ
。
第
三
句
は
イ
メ
そ
ミ
ム
ト
が
字
能
り
の
法
則
に
反
す
る
の
で

「
イ
メ
ミ
ム

ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
あ
ら
う
か
。

ト
」
と
訓
ま
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
集
中
の
多
数
の
用
例
に
一
イ
メ
ミ
ル
」
は

を
は
り
に
、
返
り
貼
な
ど
を
施
さ
れ
た
の
は
非
常
に
有
難
い
が
、
脚
注
に

全
く
見
首
ら
ず
、
す
べ
て
「
イ
メ
ニ
ミ
ル
」
で
あ
る
。
た
だ
一
例
、
例
外
的
に

本
の
異
同
等
が
示
さ
れ
る

上

本
の
丁

は
新
校
の
や
う
に
上
に

い

め

み

っ

す
り
衣
着
り
と
夢
見
津

(
日
・
一
一
六
ニ
一
)

施
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
正
誤
表
に
落
ち
た
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
一

V
《

者
挽
の
一
八
七
一
二
番
が
一
九
七
三
に
な
っ
て
ゐ
る
。

っ
。
闘

施
訓
さ
れ
て

と
あ
る
の
も
、
「
身
に
と
り
そ
ふ

(
4
・
否
回
)
」
と
同
様
、

ケ
リ
ト
イ

メ
ニ
ミ
ツ
と
訓
ひ
べ
き
で
あ
っ
て
、

イ
メ
ミ
ム
ト
は
嘗
を
得
な
い
と
思
は
れ

ム

/¥  

る。

夢主
だ

にる

見tf乙
ヨ三Lと
仁3あ

雄t第
V へ一一

五ど有

不=宅
V 占ド

所主は
v < 
照応

以
上
、
既
設
表
の
も
の
と
の
重
複
を
き
け
な
が
ら
述
べ
で
は
き
た
が
、
繁
簡

よ
ろ
し
き
を
得
な
い
ま
ま
に
紙

だ
け
は
か
な
り
に
な
っ
た
。
不
必
要
な
も
の

と
訓
ん
だ
ら
と
思
ふ
が
如
何
で
あ
ら
う
か
。

を
あ
げ
、
雷
然
取
り
あ
げ
る
べ
く
し
て
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
も
の
が
多
く
な
い

ょ

都
久
比
夜
波
(
却
・
四
百
一
七
八
)

か
と
懸
念
し
て
ゐ
る
。

一
先
づ
、

く
が
、

に
は
乙
れ
ま
で
の
研
究

書

評

六一二



報

告

成
果
と

の
卓
見
・
新
見
が
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に

い
て
を
り
、
名
著
の

名
に
も
決
し
て
恥
ぢ
な
い
と
思
ふ
。
新
校
・

-
大
系
・
注
揮
と
と
も
に

今
後
の

に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
い
指
標
で
あ
り
、

を
ぬ
き
に
し

て
今
後
の

は
あ
り
得
な
い
だ
ら
う
。
再
三
、
些
細
な
疑
念
を
さ
し
は

き
ん
で
は
き
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
書
の
絶
大
な
価
値
が
損
な
は
れ
る
乙
と

は

一
日
も
早
く
研
究
篇
が
世
に
で
る
乙
と
を
祈
っ
て
や
ま

あ
り
得
な
い
。

な
い
。
そ
し
て
、

の

を
引
受
け
な
が
ら
公
私
に
お
け
る

に
中
断

さ
れ
、

を
心

に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た

と
拙
文
中
の
妄

や

よ
り
お
わ
び
申
上
げ
る
。

:報:

:告:

O
昭
和
四
十
年
度

十
九
回
)

九
月
十
一
日

l
十
六
日

畢

一
日
〕
十
一
日
(
土
)
午
後
一
時

i
四
時

-
北
大
ク
ラ
l
ク
曾
館
講
堂
)

の
連
作

東

北

大

教

授

扇
畑
忠
雄

高
葉
の
注
轄
を
終
ら
む
と
し
て

京
都
大
筆
名
春
教
授

浬

久
孝

扇
畑
教
授
は
歌
人
と
し
て
の
煙
験
に
立
脚
し
つ
つ
高
葉
の
連
鵠
を
縦
横
に
解

明
さ
れ
、
高
葉
に
お
け
る
連
作
の

を
詳
密
に
跡
づ
け
ら
れ
る
と
共
に
、
現

代
短
歌
の
連
作
の
間

潟
先

に
多
く
の
示
唆
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

い
て

生
は
、

日
お
越
し
の
筈
の
と
こ
ろ
、

の
た
め
飛
行
機
が
運
航
停
止
と
な

久

巻

一

巻

第

二

巻

第

三

巻

第

四

巻

第

五

巻

第

六

巻

七

巻

第

八

士

六
四

菊
版
上
製

二
、
0
0
0

二
、
0
0
0

二
、
五

O
O闘

一
一
、
五

0
0

一
、
五

0
0

一
、
二

0
0

一
、
五

0
0

一
、
五

0
0

五

ー

最

新

刊

巻

第

九
第

十

一、
一一

一一、

0
0
0

二、

0
0
0

一
、
二

0
0

一
、
三

0
0

一
、
三

0
0

一、
一一

東
京
都
甲
央
匝
京
橋
二
ノ
一

振

替

口

座

東

京

三

四

番

巻
第
十
一

巻
第
十
二

巻
第
十
三

十
四

巻
第
十
五

• 



り
、
首
日
扇
畑
教
授
の
講
演
の
終
了
間
際
に
禽
場
に
御
到
着
で
、
御
疲
労
が

一
小
島
憲
之
著
(
皐
士
院
恩
賜
賞
)

念
さ
れ
た
に
も
か
か
は
ら
ず
、
早
速
演
植
に
お
立
ち
に
な
り
、

『前
葉
集
注
脳
科
』

の
大
業
の
完
成
を
前
に
、
質
例
に
つ
い
て

下中上

巻巻巻

(
品
切
)

(
口
町
切
)

(
懐
風
説
他
漢
詩
集
)

の
一
字
一
字
に
限
光
紙
背
に

徹
す
る
訓
み
の
深
さ
を
醇
々
と
し
て
説
き
示
さ
れ
、
四
百
名
の

に
深
い
感

A 

の上
製

↑一コロ

銘
を
残
し
て
一
時
間
除
の
叫

了
へ
ら
れ
た
。

九
日
は
績
い
て
午
後
五
時
か
ら
韻
岩
山
麓
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
茶
壌
に
お
い

一
久
米
常
民

一
寓

葉

一
大
久
保
正
著

一
寓

諸

島

一
伊

藤

博

著

~高

葉

佳

一
回
選
幸
雄
一
者

一高
一
伊
原

て
、
講
師
の
両
先
生
・
研
究
設
表
者
に
有
志
を
ま
じ
へ
て
の
懇
親
舎
が
開
催
さ

れ
、
五
十
除
名
が
集
ひ
、
佐
伯
栴
友
博
士
の
音
頭
に
よ
っ
て
乾
盃
の
後
、

テ
i

A 

の上
製

ブ
ル
・
ス
ピ
ー
チ
、

険
風
の
た

相
次
い
で
夜
の
史
け
る
を
忘
れ
た
が
、

め
東
京
勢
は
閉
曾
間
際
に
漸
く
禽
場
に
到
着
さ
れ
た
も
の
の
、
闘
凶
勢
三
氏
は

塙

選
書

の

遂
に
間
に
合
は
れ
ず
、
天
災
と
は
一
一
百
ヘ
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
っ
た
。

=
目
〕
十
二
日
(
日
)
午
前
十
時

i
午
後
四
時

研
究
経
表
脅
(
曾
場
・
北
大
法
文
縦
四
番
教
室
)

高
葉
集
に
お
け
る
宴
の
背
民

北
海
道
大
準
大
早
院

原
田
白
義

昭
著

日
本
挽
歌
|
主
と
し
て
そ
の

の

成
に
つ
い
て

旭
川
工
業
高
等
専
門
事
校

小木佐
島下竹
一正昭
之俊慶

共
著

村
山

出

源
貰
朝
に
お
け
る

本
文

讃
の
時

札
幌
工
業
高
等
感
校

及
川
敬
一

上.

書
目
録
呈

l

語
に
於
け
る

詞
の
類
型
と
ツ
ヌ
の大

阪
市
立
大
撃

井
手

至

報

告

六
五 ￥

七
、
三

O
O

Y
五
、
五

0
0

￥
六
、
五

0
0

主E

i:iYXて
七
O 
O 

ヤ

T

六
七

O

ヤ
}
四
六

O

VT

四

0
0

V
T

五
八

O

￥
入
二

O
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報

告

]
¥
凶
¥
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関
西
大
祭

木
下
正
俊

十
四
日

(
火
)
午
前
九
時
、
弟
子
屈
護
↓
阿
寒
湖
↓
美
幌
(
パ
ス
)
↓
留
遺
蕪

書
換
へ
の
問
題

天
理
大
祭

蜂
矢
宜
朗

前

)
↓
禍
根
湯
(
泊
)

琴
曾
者
百
名
に
近
く
、
用
意
の
プ
リ
ン
ト
が
足
ら
ず
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ

同
の
湖
上
遊
覧
約
一
時
間
半
、

マ
リ
モ
の

し。

げ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
熱
の
乙
も
っ
た
討
論
が
行
は
れ
、
高
葉
研
究
の
多
様
性
に

十
五
日

(
水
)
午
前
十
一
時
、
温
根
湯
護
↓
小
函
↓
大
函
↓

峡
(
パ
ス
)

今
更
な
が
ら
日
を
睦
る
も
の
が
あ
っ
た
。
見
皐
旅
行
参
加
の
十
一
一
名
は
研
究
費

本
日
ま
で
績
い
た
晴
天
も
崩
れ
て
雨
と
な
り
、
パ
ス

し
た
が
無
事

雲

、
一
一
十
二
時
十
分
、
札
幌
設
の
準
急
「
石
北
」
で
元
気
に
網
走
に

峡
に
着
、
去
、
、
最
後
の
晩
餐
命
日
。
隠
し
暫
な
ど
も

草
さ
れ
た
。

向
っ
た
。

十
ノ¥

日

(
木
)
午
前
八
時
、
問

↓
旭
川
(
パ
ス
)
↓
札
幌
(
急
行
「
宗

=
一
・
四
・
王
・
六
日
〕

谷
」
)
十
二
時
三
十
七
分
札
幌
着
(
解
散
)

見
皐
旅
行
〈
網
走
↓
阿
寒
湖
↓

一
耳
峡
方
面
〉

諸
般
の
事
情
で
見
阜
旅
行
奉
加
者
十
二
名
に
留
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た

秘
境
・
知
床
半
島
を
探
る
諜
定
の
と
こ
ろ
、
思
ナ
曾
に
先
立
っ
て
知
床
に
旅
行

が
、
少
人
数

rけ
の
和
気
需
々
に
満
ち
、

の
間
隙
を
縫
う
て

l乙

さ
れ
た
日
本
大

森
脇
教
授
が
、
理
定
の
時
日
を
過
ぎ
て
十
三
日
午
後
漸
く
札

悶
着
し
た
が
、
闘
一
円
勢
五
氏

日
い
て
襲
来
し
た
髄
風
一
一
十
六
挽
の
た
め
、
長

幌
に
も
ど
ら
れ
、

の
た
め
斜
里

ウ
ト
ロ
聞
の
橋
が
流
さ
れ
、
知
床
方
面

潰
附
近
で
列
車
が
立
住
生
、
十
四
時
間
訟
り
の
延
着
で
あ
っ
た
由
、
何
と
も
お

へ
の
交
通
不
能
と
の
報
告
が
あ
っ
て
、
急
に
摩
周
期
、
阿
寒
湖
方
面
に

し

気
の
毒
で
あ
っ
た
が
、

期
せ
ぎ
る
険
風
の
相
次
ぐ
襲
来
に
も
か
か
は
ら
ず
、

た。

無
事
有
終
の
美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
偏
へ
に
琴
加
合
同
員
各
位
の
熱
意

十
三
日

(
月
)
午
前
八
時
一
分
、
網
走
着
J
能
取
岬
↓
網
走
↓
原
生
花
園
J

と
陰
に
陽
に

を
賜
っ
た
地
元
の
各
位
の
御
厚
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

藻
琴
山

↓
弟
子
屈
(
泊
)

て、

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

(
大
久
保
正
記
)

能

査
食
、
汽
車
で
弟
子
屈
に
向
ふ
諜
定
の
と
こ
ろ
、
大
野
羅
照

氏
夫
人
の
父
君
の
御
芳
情
に
よ
り
、

ハ
イ
ヤ
ー
を
連
ね
て
弟
子
屈
に
向
ひ
、
観

光
地
と
し
て
は
ま
だ
知
ら
れ
な
い
藻

の
比
類
ぞ
絶
す
る

を
心
ゆ

く
ま
で
賞
翫
し
、

一
同
感
激
し
た
。



弄
し
て
、
合
員
の
投
稿
を
促
し
た
り
も
し
た
の
で
あ

3 

， 

後

っ
た
が
、
あ
ま
り
期
日
に
も
遅
れ
る

こ
と
な
く
、
震

行
で
き
る
日
見
通
し
が
立
っ
た
の
も
、
今
度
の
問
中
曾
の

nv別
刷
の
報
告
に
あ
る
と
ほ
り
、
一
判
例
の
秋
の山
中合同

あ
り
が
た
く
思
ひ
な
が
ら

大
き
な
牧
穫
ピ

っ
た
と
、

も
仙
一
ボ
に
終
は
る
こ
と
が
で
き
た
。

周
到
な
準
備
と

綱
相
後
記
を
つ
づ

っ
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
。

納
山
何
な
訂
賓
と
を
も
っ
て
、

合
の
連
併
に
常
た
ら
れ

秋
川
れ
の
爽
快
な
日
が
つ
づ
い
て

O
こ
の

と
こ

ろ
、

た
大
久
保
正
民
他
の
北
海
道
大
山
中
の
万
々
、

札
幌

ま
た
も
、
旅
心
の
わ
く
こ
と
し
き
り
で
は
あ
る
が
、

教
委
の
大
野
権
限
氏
に
本

今
は
、
私
も
ま
た
、
合
員
諸
氏
に
負
け
ぬ
や
う
に
、

を
か
り
で
、

一昨
く
お

を
申
し
上
げ
る
。

台
風
に
始
ま
り
台
風
に
終
は
る
と

自
分
な
り
に
例
か
の
ま
と
め
を
す
べ
き
時
と
ひ
と
り

い
ふ
未
曲
目
有
の
山
内
ド
曾
で
、

自
戒
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
合
同
員
諸
氏
の
御
健
筆
を

い
ろ
い
ろ
橡
組
も
し
な
い

一
弔
態
が
縞
出
し
て
、
地
元
の
方
々
の
御
苦
労
も
さ
ぞ

冗
じ
蹴
を
お
送
り
す
る
の
掛
川
を

一一日
。

祈
り
つ
つ
、

か
し
大
出
現
な
こ
と
だ
っ
た
ら
う
と
思
ふ
に
つ
け
、
全

O
な
ほ
、
前
蹴
に
は
、

表
紙
の
木
下
原
俊
民
の
名
を

く
感
謝
の
こ
と
ば
も
な
い
次
第
で
あ
る
。

正
之
と
す
る
な
ど
、
方
々
に
誤
植
を
残
し
た
。
天
眼

。
そ
し
て
、
さ
ら
に
あ
り
が
た
か
っ
た
こ
と
は
、
今

箪

し
た
の
で
あ
る

を
か
ざ
し
て
、

命
l乙

同
の
研
究
費
表
の
中
か
ら
、
村
山
、
原
因
雨
氏
の
研

が
、
時
聞
に
攻
め
ら
れ
て
、

つ
ひ
あ
の
始
末
と
な
っ

究
成
果
を
、
早
速
、

た
の
は
、

l乙

の
い
た
り
で
あ
る
。

乙
れ
に
乙

乙
の
五
七
挽
に
枚
め

た
乙
と

で
あ
る
。
思
は
し
い
原
稿
の
な
い
と
き
ほ
ど
、

り
て
今
回

輯
委
員
各
民
を
わ
づ
ら
は
し
て
、

子
と
し
て
辛
い
乙
と
は
な
い
。
最
近
と
み
に
投
稿
者

全
を
期
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
結
果
は

の
問
定
化
と
投
稿
数
の
減
少
と
が
感
じ
ら
れ
て
、
前

叱
正
を
頂
き
た
い
。

、〉
e

、，、

}
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御
遠

な
く

暁
の
や
う
に
、

刺
め
い
た
言
僻
を

矢
記

シ
ゴ
キ
な
ど
と

高

一

、

本

曾

は

峨

禽

と

稿

ず
る
。

一
、
高
策
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
曾
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る。

一
、
曾
員
の
研
究
設
表
機
闘
誌
と
し
て
季
刊
「
高
葉
」

。中
-
後
行
す
る
。

一
、
木
曾
は
随
時
、
衛
策
に
糊
す
る
見
拶
旅
行
、
文

献
の
展
親
、
研
究
謎
表
曾
、
講
羽問
舎
、
講
演
曾

聞
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
ふ
。

一
、
曾
員
は
、
年
額
六
百
闘
の
曾
費
(
誌
代
を
含
む
)

やそ
年
度
内
に
納
入
す
る
。

一
、
本
曾
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山

開
西
大
型
文
岐
部
闘
文
明
研
究
室
内

に
お
い
て
行
ふ
。

昭
和
四
十
年
十
月
十
二
日
印
刷

昭
和
同
十
年
十
月
十
五
日
霊
行頒

一
五

O西
大
事

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山

文

部

闘

文

研
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室
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費

行

締
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者

京
都
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国
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者
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昭
和
四
十
年
十
月
十
五
日
韓
行

高

葉


